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「思春期教室」の継続要因と専門職者・関係機関との連携のあり方 
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【目的】本研究は、「思春期教室」が 7 年間（2012~2019）継続した要因を探り，専門職者

（看護大学教員・保健師・養護教諭）と関係機関との連携のあり方について明らかにするこ

とを目的とした． 

【方法】研究対象：「思春期教室」を開催した小学校の養護教諭 38 名と思春期教室を依頼し

た A 県 B 市健康福祉センターの保健師 4 名．調査内容と方法：思春期教室は、PDCA サイ

クル理論をもとに専門職者間の連絡会で計画・実施した．データは，思春期教室の開催毎の

反省会，年度末の連絡会での評価，次年度計画について，質問紙法および養護教諭のインタ

ビュ—，関係機関からの意見を聴取した． 

【結果】思春期教室の〈Plan〉では，専門職者が密に連絡を図り，意見交換し指導内容と方

法を共有した．〈Do〉では，専門職者が一体となり実施した．〈Check〉では思春期教室の終

了後に反省会，評価を行った．〈Action〉では，思春期事業の取り組みや課題，要望などを

検討し次年度の計画を立案した．このプロセスにおいて，保健師がコーディネーターとなり，

講師や養護教諭との調整を図った．その結果，保健師は，思春期教室を開催する意義を認識

し，養護教諭は思春期教室に対する満足度が高かった． 

【考察】専門職者が連絡を取り合い意思疎通を図ったことは，効果的な健康教育を実施する

上での切れ目ない連携となった．また，思春期教室の継続要因には，「連携にかかわる信念

をもつことの重要性」，「連携を進めていく目的・意義の明確化」，「チーム作りのプロセスと

実現性」，「連携継続のプロセスの展開に必要な管理的要素」，専門職者と関係機関との連携

プロセスの重要性」が明らかになった．また，児童のためには，講師，保健師，養護教諭が

共通の目的に向かい，企画・運営・振り返りというプロセスを踏み次回に結び付けたことは，

お互いの信頼関係を生み，より良い思春期教室の実施につながることが示唆された． 

 

 

 

 

 

 

 


